
町
長
施
政
説
明

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
生
活
圏
の

形
成
を
検
討

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
生
活
圏
形
成
事
業
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ

て
、
従
来
の
集
落
の
機
能
、
活
動
、
集
落
で

の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
個
々
の
集
落

の
枠
組
み
を
超
え
、
複
数
の
集
落
か
ら
な
る

エ
リ
ア
に
お
い
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
生

活
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
活
動
を
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
県
で
は
、
31
年
度
に
お
い
て
、
本
町
も
含

め
県
内
５
市
町
を
モ
デ
ル
実
施
市
町
村
に
指

定
し
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
、
エ

リ
ア
ご
と
の
人
口
分
析
や
定
住
増
加
の
た
め

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
地
域

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
区
公
民
館
エ
リ
ア
を
単
位
と

し
て
、
７
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
生
活
圏

を
想
定
し
、
県
と
連
携
し
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
の
施
策
な
ど
の
調
査
検
討
と

併
せ
て
、
本
町
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

生
活
圏
の
形
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の

本
格
運
用
を
開
始

　
防
災
行
政
無
線
は
、
２
月
15
日
か
ら
本
放

送
と
同
じ
環
境
で
試
験
放
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
正
午
、
午
後
６
時
の
時
報

と
、
午
後
４
時
20
分
の
小
学
生
に
帰
宅
を
促

す
放
送
と
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
管
理
運
営
に
関
し
て
は
、
１
月
30

日
に
町
民
の
代
表
者
と
町
職
員
で
構
成
す
る

防
災
行
政
無
線
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
運

営
の
基
本
方
針
な
ど
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
４
月
１
日
か
ら
本
格
運
用
を
開

始
し
、
災
害
や
火
災
等
に
お
け
る
緊
急
放
送

に
加
え
、
町
の
広
報
な
ど
を
放
送
し
、
町
民

の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
を
導
入

　
近
年
、
各
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い
る

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
を
、
本
町
で
も
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
本
年
度
に
お
い
て

導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
母
子
手

帳
の
記
録
と
い
う
機
能
の
み
な
ら
ず
、
予
防

接
種
の
誤
診
な
ど
に
よ
る
医
療
事
故
防
止
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
案
内
業
務
の
効
率

化
を
図
り
、
災
害
時
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
ダ
イ

レ
ク
ト
な
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
を

新
た
に
策
定

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
老
人
福
祉
分
野
に

お
い
て
は
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
、
障
害
者

分
野
に
お
い
て
は
「
障
害
者
計
画
」
、
子
ど

も
・
子
育
て
分
野
に
お
い
て
は
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
計
画
に
基
づ
き
、
各
分
野
に
お
い
て
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
を
、
横
断
的
か
つ
縦
断
的

に
結
び
付
け
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
お
互
い
に
助

け
合
え
る
関
係
や
そ
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
指

針
と
な
る
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
新
た
に
策

定
し
ま
す
。

31
年
産
米
の
生
産
目
安
は

５
、４
６
４
㌧

　
県
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
31
年
度
の
県

産
米
の
生
産
目
安
を
前
年
に
比
べ
１
、７
０
０

㌧
減
の
40
万
７
、０
０
０
㌧
と
決
定
し
各
市
町

村
へ
提
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
農
業
再
生

協
議
会
で
は
、
１
月
10
日
に
通
常
総
会
を
開

催
し
、
生
産
の
目
安
を
、
前
年
比
１
２
２
㌧

減
の
５
、４
６
４
㌧
と
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
２
月
20
日
に
は
、
町
農
業

班
長
会
議
を
開
催
し
、
31
年
産
米
の
需
給
調

整
に
係
る
本
町
の
生
産
の
目
安
を
各
地
区
農

業
者
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
制

度
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
す
る
中
、
価
格

と
需
給
を
安
定
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
確

か
な
需
要
を
見
極
め
生
産
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
、
町
と
し
て
も
、
今
後
、
国
県
の
動
向
を

見
据
え
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

雀
館
幹
線
と
小
学
校
通
線
の

改
良
工
事
を
実
施

　
町
道
雀
館
幹
線
の
、
雀
館
公
園
第
３
駐
車

場
付
近
の
豪
雨
時
の
冠
水
に
よ
る
通
行
止
め

を
解
消
す
る
た
め
、
排
水
対
策
工
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
の
小
学
校
及
び
も
り
や
ま
こ
ど

も
園
に
通
じ
る
町
道
小
学
校
通
線
の
舗
装
改

良
工
事
を
新
た
に
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
道
町
山
線
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
継
続
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

教
育
長
施
政
説
明

五
城
目
小
学
校
新
校
舎
の

本
体
工
事
を
開
始
　

　
五
城
目
小
学
校
の
改
築
は
、
平
成
32
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
で
、
継
続
費
の
総
額
を
27

億
９
５
４
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
31
年
度
当

初
予
算
に
は
、
８
億
１
、２
８
６
万
円
を
計
上

し
、
新
校
舎
の
本
体
工
事
を
開
始
し
ま
す
。

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
を

本
町
で
実
施

　
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
は
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ー
ゲ
ン
ト
と
の
交
流
協
定
に
基
づ
い
て
昭

和
49
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
国
際
交
流
事
業

で
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
中
心
と
し
て
、
民
泊

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
相
互
の
文
化
、
生

活
・
習
慣
な
ど
を
実
際
に
体
験
す
る
も
の

で
、
平
成
31
年
度
の
秋
田
県
の
交
流
先
と
し

て
本
町
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
交
流
は
、
７
月
29
日
か
ら
８
月
２
日
ま

で
４
泊
５
日
の
日
程
で
実
施
し
、
小
・
中
学

生
や
高
校
生
を
対
象
に
、
本
町
の
特
色
を
生

か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
を
行
う
こ
と

と
し
、
国
際
相
互
理
解
と
本
町
の
豊
か
な
自

然
・
文
化
を
発
信
す
る
機
会
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　平成31年第１回町議会定例会が、３
月４日から12日までの９日間の日程で
開催され、最終日には、28議案が原案
どおり可決されました。

◆�町防災行政無線通信施設設置
条例

　防災行政無線を設置し、災害や火災
等における緊急放送に加え、町の広報
などを放送し、町民の安心・安全の確
保に努めます。　

◆�町職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部を改正する
条例

　町職員の時間外勤務の上限を月45時
間、年360時間と定めました。

◆�町柔剣道場を廃止する条例
　老朽化が著しい町柔剣道場を廃止し
ます。

◆�盆城庵・清流の森の指定管理
者の指定

　盆城庵および清流の森の指定管理者
を清流の会としました。

◆�地区公民館の指定管理者の指定
　引き続き、各地区町内会長会が指定
管理者となり、各地区公民館を運営し
ます。

◆�平成30年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ１億2,380万円の
減額補正。補正後の予算総額は58億
5,134万円。

◆�平成31年度一般会計予算
　総額56億5,100万円の予算となって
います。（４～５㌻をご覧ください）

31年度の町政運営など
施政説明を行う渡邉町長

教育行政の施政説明を行う
畑澤教育長

９日間の日程で、28の議案を審議した
町議会３月定例会

防
災
体
制
の
強
化
を
図
り

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
平
成
31
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
初
日
に
、
渡
邉
町
長

と
畑
澤
教
育
長
か
ら
、
本
年
度
の
町
政
運
営
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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